
 天文月報　2017年 8月544

川口市郎氏ロングインタビュー 
第3回：太陽観測研究の発展

高　橋　慶太郎
〈熊本大学大学院先端科学研究部　〒860‒8555 熊本市中央区黒髪 2‒39‒1〉 
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協力：浅井歩（京都大学），山下俊介（北海道大学），高橋美和

京都大学名誉教授川口市郎氏へのインタビューの最終回です．川口氏が京都大学宇宙物理学教室
で立ち上げた太陽観測グループはその後発展し，飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の建設に至りま
す．一方，川口氏自身は当時太陽観測研究が盛んだったピック・デュ・ミディ天文台に滞在して非
常に解像度の良い太陽写真を連続撮影することに成功し，太陽表面の微細構造の研究を進めます．
その裏にある苦労話とともに，若い研究者へのメッセージをいただきます．

●宮本先生と火星の運河

高橋：宮本（正太郎） 先生はよく花山で火星の観測
をされていたということでしたね．スケッチがた
くさん残っていて公開されています*1．
川口：スケッチばっかやってた．
浅井：その当時は写真よりもむしろ描いたほうが
きれいで．
川口： そうそう．若いときから先生，惑星好き
やった．高校時代，姫路高等学校で毎晩観測して
たみたいやで．
高橋：高校のときからですか．
川口：それで花山でも毎晩火星の観測してた．あ
れは感心するわ．あんなこんなんして望遠鏡で一
晩中，見ていられるか （笑）？　そいで先生に言う
たことある．「先生，眠くならんのですか」って．
そしたら「アホ言え，眠くてしゃあないねん」て
（笑）．それで，2回か3回か，望遠鏡から落ちたっ
て，先生そう言うてた（笑）．
高橋：観測しているうちに眠くなってしまうんで

すね．
川口：それは当り前で，僕も火星観測，多少やっ
てたんだけどね，もうほとんど99％シーイング
悪いねん．ええときは1％しかないねんな．だか
らな，その1％寝てしまう（笑）．
高橋： 川口先生も火星観測されてたんですね．
シーイングが良くなるのをじっと待ってないとい
けないと．

図1 宮本正太郎氏による火星スケッチ（1956年7月
22日）．

*1 1,453枚に及ぶスケッチが以下のサイトで公開されている．http://exhibit.rra.museum.kyoto-u.ac.jp/mars/
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川口： そんなんやで．だから宮本先生も3べん
落っこってんねん．それから一つ，僕思うのに
ね，花山は昔アマチュアの聖地だったって柴田
（一成）君なんかよく言うけどね，あれ結局火星
なんですよね．火星が非常に人気があったんです
よ．運河があるとかな，火星人がおるとかな．宮
本先生のスケッチ見たら，運河みたいなのがある
んや．だから火星には運河があるから，知的な火
星人がいたゆうことになってきたんや．それで夢
があったんですよね．
でもあれ，誰でもすぐわかることやけどね，分
解能を考えると望遠鏡見ててあの筋が見えるため
にはかなり太くないとダメやね．地球にあるよう
な幅が20 mとか30 mとかの運河やと絶対見えん
ですよ．100 kmか200 km要るんですよ．そのく
らい幅が広くないと見えないんや．100 kmの幅
の運河なんかあるか？　だから運河なんかないん
ですよ．専門家はすぐわかると思いますよ．だか
ら宮本先生も信用してなかった．ところがアマ
チュアの連中に，あれに一生懸命熱心な人がいた
んですよ．運河がある言うてね．スケッチを比べ
あいしてるわけや．だけど探査機が実際行ってみ
て，ないってなったんですよ．それで天文学は
いっぺんに人気がなくなったと思いますわ．
浅井：意味がなくなっちゃった（笑）．
川口：意味なくなった．だからアマチュア減った
んや．僕はそう思いますよ．そいでいつか学会で
ね，宮本先生の火星の話があったんや．で，東京
の海野（和三郎）君が質問で，「先生，運河って本
当にあるんですか？」って聞きよったんや．そし
たら宮本先生の答えがふるっとんねん．「教えて
くれ」って言ったわ（笑）．
浅井：学会はともかく，世間一般にはわりと信じ
られてたんですよね．
川口：そいで僕，あの先生にいっぺんだけ褒めら
れたことあるわ．あのな，火星観測しててな，白
雲を見っけたんや．白い雲．水蒸気の薄い雲やね
ん．そういうのを見っけたんや．まあ，先生はよ

う知っとるけどな．
高橋：へー，水蒸気なんですね．
川口：そいで，先生に言うたら，「あ，君にもわ
かるのか」って（笑）．

●飛騨天文台

高橋：飛騨天文台が1968年にできますね．宮本
先生が台長のころでしょうか．
川口：宮本先生台長や．ほんであの頃ね，僕の同
期の服部（昭）っていうのが助教授でおって，そ
れが渉外とかああいうこと上手やったんや．対文
部省もあるし対村もあるし，いろんな意味でな．
僕はその頃は宇宙物理学教室の助教授やってん．
上野（季夫）先生が教授で．だから僕はあんまり
飛騨は関係してない．花山の太陽館は僕が太陽関
係を総括して作ったけどね．でも最初は服部と一
緒に飛騨行った．友達だからね．「お前来い」と
か言われて，一緒についていったのはよくありま
すけどね．
高橋：その頃から花山の環境が悪くなってきたと
いうことですか？
川口：昔から悪いんちゃうか（笑）．昔ね，僕が
最初ここに来たときね，山科は駅前にはぽろぽ
ろっと人家があるけども，その南のほうは一切な
い．もう田んぼばっかりやったで．ほいで秋は誘
蛾灯がきれいやったわ．誘蛾灯，蛍光灯つけて蛾
を誘って．あれはきれいやった．それで人家がず
うっと入ってきて，今は田んぼなんてあらへん．
高橋：人家が増えていったわけですね．
川口：そうそう．で，山科がだんだん明るくなっ
てきてね，惑星にはあんまり関係ないけど星の観
測にはたぶんあかんのやろな．Planetary nebula
とかああいう暗いものの観測はちょっとここでは
できなんだやろな．
高橋：じゃあそれで新しく天文台を作ろうと．実
務的なことは服部さんがされたということですが，
川口先生も調査には行かれたんですよね？
川口：行ってます．
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浅井：飛騨の山なんか歩かれたんですか？
川口：一番最初に天文台の候補地，行ったのは僕
と服部です．歩いて登った．寒うて往生したの覚
えてる．
浅井：専用道を作ったんですよね？
川口：そうそう．十三墓峠ってあるんよな．最初
はまた別の谷から登った．そいで服部は凍えとっ
たわ．雪の上を行ったんですよね．あいつは重た
いからドボッとなるねん．僕は軽いからちょっと
しか入らへん．「不公平や」って怒っとった（笑）．
高橋：先生はもともと山が好きでいらっしゃるか
らそういうの楽しいんじゃないですか？
川口：そうそう（笑）．でも服部は嫌いやねん．
高橋：いろいろ候補地があって最終的にその十三
墓峠になったということですか．
川口：うん，そいでなあ，候補地ってないねん．
天文台なんか歓迎するところないのよ．たまたま
今の飛騨天文台のところが広い土地で空いとって，
だれも使うてなかったんや．それでまあ来てく
れってことになったんや．ほかにいくつか候補地
があったんですよ．美ヶ原とかね．そういうとこ
ろは牧場やねんな．すぐ反対が起こった．あんま
り歓迎しないんですよ，どこでも．
浅井：どうしてですか？
川口： だって自分のとこでほかに使い道あるや
ろ．大きな場所，天文台に取られたら使われへん
やん．ほかにもいくつかあったんやけど，あんま
りみんな歓迎されなかって，飛騨だけは歓迎され
たんや．案外難しいんやで．どこでも歓迎してく
れると思ったら違う．
高橋：そうなんですね．ちょっと悲しいですね．
川口：花山もそうやで．ここもなあ，よう知らん
けども，山本（一清） 先生の時代なんかなあ．ここ
に天文台作れば村が発展するって山本先生がおっ
しゃられて，地主が寄付したかなんかなんやな．
で，あんまり発展しないで怒ったって話や（笑）．
高橋： 地主さんから寄付していただいたんです
か？

川口： うん，山本先生がうまいこと言うたんや
ろ．そないな話聞いてるけど．山本先生いうのは
前も言うたけど，本当に純粋無垢な人なんやな．
高橋：最終的に場所をどこにするとか，どういう
望遠鏡を置くのかっていうのはどうやって決めた
んですか？
川口：それはやっぱり宮本先生．宮本先生は火星
観測やってたでしょう．ほいで65 cmの反射望遠
鏡にするか屈折望遠鏡にするかで，先生は火星観
測の視点から屈折がええって言うてた．
浅井：それで屈折望遠鏡になったんですね．
川口：「あれ何で反射にせんのか」ってよう言わ
れたけどなあ．先生は惑星観測を考えてはったん
やろな．
浅井：ドームレスなんかはもっと後ですよね？
高橋：ドームレス望遠鏡の完成は1979年ですね．
川口：ドームレスは，僕ももちろんある程度関係
してるけどもね，久保田（諄）君やとかそれから
黒河（宏企）君なんか一生懸命やったんちゃうか．
ドームレスはいい望遠鏡やと思いますよ．
高橋：ドームレスも先生はあまりかかわってない
ですか？
川口：僕は教室の助教授やったからね，あんまり
直接関係してないねん．
高橋：じゃあ，設計とか構想はどなたが？
川口：それは中井（善寛）君っていうのがおって
な．彼がそういう方にセンスがずいぶんあった
わ．船越（康宏）君が中井君の下っ端で．
高橋：太陽グループは先生が指導してらしたんで
すよね？
川口：いやあ，僕は学問的な指導をしてたんや．
だから論文なんかはみんな見させられたからね．
ともかく弟子がみんな英語が下手でな．ずいぶん
直してやったわ（笑）．僕もあんまり上手やない
けどね．大勢弟子がいたからね，ほんまに忙し
かったですよ．英語を見て論文を直してやるのに
ずいぶん時間がかかっとったわ．
高橋：今も指導教官はそんな感じですよね．
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川口：だけど事務やとか，そういうのはあんまり
せんかったなあ．というのは，服部がやったから
ね．服部が船越君やとか中井君を使ってやったん
やと思う．
浅井：中井さんや船越さんは，先生が指導された
んですか？
川口：船越君はそうや．船越君ちゅうのは黒河君
と同期でね，ほいで僕の講義聴いてたの覚えてる
わ．中井君は違うな．中井君はな，あいつはまた
変わったやつでな．昔の京都一中やねん．今の洛
北高校か．ほいで中学生のときから花山におった
わ．
浅井：へー，そうだったんですね．
川口：天文ファンやねん．だから彼が一番古いん
ですよ（笑）．ほいで戦後，花山天文台が廃れて
るときね，上田（穣）先生ほったらかしやったん
よ，台長やけど．もちろんお金もないこともある
しね，もうほんまにここ廃れとったんや．そのと
き，中井君なんかがここにおったんや．
高橋：中学生のときから出入りしていたと．
川口：それからここ水がないのな．水を下から汲
み上げとってたんやけど，そのポンプが盗まれる
ねん．そうすると水が来ないんやわ．ほいで難儀
しとったわ．
高橋：え，それは盗まれるようなものなんですか？
川口：昔やからなあ．今やったらあんな重たいも
ん盗むバカおらんと思うけどね．戦後でしょ，だ
からやっぱり金属として売れたんやないか．なん
かよく騒いどったで．ごっつい頑丈なもんで盗ま
れんようにするとかね．
高橋：飛騨を作ろうというときは，もう花山天文
台は宇宙物理教室から独立してたんですか？
川口：そうそう．それはもうだいぶ前に宇物から
独立してね．すると自分だけで概算要求ができる
ということや．それまでは教室を通してやらなあ
かんかった．そやからえらい不自由やったと思
う．だけどもう独立して出せるからね．だから主
任会議としても台長が出席するわけ．それで僕は

後になって宇宙物理学教室の主任と台長とどっち
も兼任してた．
高橋：じゃあ飛騨の予算も花山天文台から概算要
求をして．それはすんなりいったんですか？
川口：うーん．それは宮本先生がやっぱり偉かっ
たからちゃうかなあ．その頃拡張期やった．ま
だ，右方上がりの日本やったからな．今はたいへ
んやけどね．
高橋：ちょうど景気がいいときだったわけですね．
川口：そう思うで．でも僕が最初ここへ来たとき
にはほんまに金がなかったよ．今でも覚えてるけ
ど，僕はほとんど自分で機械を作ったよ．そんな
時代だった．今の人は幸せですよ，大学予算多い
から．
高橋：ちょっと話は変わりますが，岡山にも太陽
の望遠鏡がありましたよね．東京天文台の．
川口：あった，あった．あれもよう使うた．
高橋：岡山の望遠鏡は，当時としてはどうだった
んですか？
川口：いやでもな，やっぱりあかんのやな．いい
写真撮れなかったわ．
浅井：それはシーイングが悪いんですか？
川口：悪いね．
高橋：それは場所の問題なんですか？
川口：日本はええとこないやろ？　ハワイとかは
別やけどね．
浅井：飛騨はどうですか？
川口：飛騨もあんまりようないねんな．あの辺は
地形が複雑やろ．いろんな上昇気流が起こるから
ね，そこを光が通ってくるわけだからようないと
思うわ．だけど，ハワイなんか海の中にポツンと
山があるでしょ？　上昇気流が非常に単純やと思
うねん．それでシーイングがええと思うで．
高橋：じゃあ岡山にはしょっちゅう行かれてたん
ですね．
川口：しょっちゅう行った．
浅井：観測したいと思ったときには，まずどうさ
れるんですか？
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川口：いや，一年前から希望を出すわけや．それ
で決まるねん．188 cmの大きな望遠鏡，あれは
たいへんやったと思う．ごっつい希望者が多くて
ね．だけど太陽は空いてた．
高橋：じゃ，だいたい希望どおりに？
川口：だいたいそうです．
浅井：岡山は分光観測ですよね？
川口：うん，分光観測が主やな．
高橋：先生の観測の興味というのはどういうあた
りにあったんですか？
川口：例えばプロミネンスやったらね，分光写真
撮ったり，それからプロミネンスというのはもの
すごいファインストラクチャーの塊やねん．だか
ら1本1本のフィラメントはなかなか撮れへんね
ん．全体がグチャグチャなって，平均的なものし
か撮れへんねんな．だけど実際はもっと違うで
しょ？　例えば，温度でも違いがあるのかないの
かね．それからそのフィラメントの元になる光の
点があるわけですよ．そういうところのスペクト
ルがどうなってるとかね．そういうことを調べる
わけやな．
それで花山天文台ね，あそこに作った理由はね，
その頃アメリカで同じような地形のとこでね，
ビックベアーかどっかの天文台，同じような格好
の作りよったんや．それでうちも地形が似てるか
らね，ええかなと思うた．で，飛騨はドームレス
でしょ？　で，高いとこでしょ？　ドームは結
構，乱流作るのよな．だからドームなくした．あ
れは結構いいと思うよ．
高橋：それでドームをなくしたんですね．
川口：うん．
浅井：なんか岡山のほうが晴天率がいいとか．
川口：それはそうや．シーイングは悪くても晴天
率がいい．星の場合いっぱいあるからね，たくさ
ん観測する対象があるわけでしょ？　そやけど太
陽は1個だけやからね．それでやっぱりシーイン
グがええほうがええよな．太陽ってうんと細かい
ファインストラクチャーの塊ですわ．

高橋：じゃ飛騨のそのドームレスができてからは
主にそっちのほうで．
川口：うん，そうそうそう．岡山はもう使うてな
いね．岡山はシーイング悪かったわ．だって，岡
山じゃ絶対グラニュレーション見えへんわ．飛騨
は時々，パッと見えるもん．
高橋：飛騨では細かく見えたと．
川口：普段は見えへんですよ，グラニュレーショ
ン．なかなか見えへんですよ．それでシーイング
のええときがあって，それで映画作ろうと思って
たな．そやけど，うまいこといかなんだわ．
浅井：今でもシーイングのええときはだいぶ限ら
れているみたいです．でもアダプティブ・オプ
ティクスがもうすぐ稼働します．
川口：そやな，あれせなあかんな．
浅井：そうですね，そしたら飛騨でも観測条件は
良くなると思うんですけどもね．やっぱり世界の
望遠鏡って今，1 mとか1.5 mとかになってきて
いるので，まあ60 cmだとちょっとちっちゃい．
川口：うん，だけどまあ60 cmフルにやったら，
結構できるよな．
浅井：そうです，はい．そういう意味ではまだま
だできることがあると思います．

●ピック・デュ・ミディ滞在

高橋：先生はフランスのピック・デュ・ミディ天
文台でしばらく研究されてますね．これはどうい
う経緯だったんですか？
川口：前も言うたけど，僕はその前に日米科学の
国際会議で，ハワイに行った．まだ結婚して間も
ない頃やから30前かな．それで自分で英語の原
稿書いていったの読んだんやけど，ほいと質問さ
れたら何にもわからへんねん．答えられへんのや．
そいでこれは外国に行かなあかんなと思うたわ．
高橋：日米科学というのはどういうものなんです
か？
川口：日本とアメリカの科学者の太陽だけの国際
会議．あのとき京都から宮本先生と僕の二人だけ
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で行ったんかな．
高橋：宮本先生も行ったんですね．
川口：それで初めて僕，外国に行ったん．そいで
恥ずかしい思いしたん．質問されて何も答えられ
へんのや．第一，何言っているのかわからん．こ
りゃ外国に行かにゃ話にならんなと思うて，そい
でピック行ったんや．
高橋：ピックはどういう身分で行ったんですか？
川口：向こうのプロフェッサーに就いたん．フラ
ンスから月給もろうた．
高橋：向こうで給料もらったんですか？
川口：うん．給料高かった．京大のな，倍あった．
浅井：どれぐらいの期間，行ってらっしゃったん
ですか？
川口： 2年．
高橋： 京大に在籍しつつフランスでも給料をも
らって，ということですか？
川口： うん，もらった．日本には家内がいるや
ん．あのときはものすごい豊かでな．フランスの
給料高かってな，もう金が余って余って困ったわ
（笑）．そいでな，向こうはよくできてんねん．ま
ずピック・デュ・ミディは飯タダやねん．そいで
オマケにね，フランス語でフランス人に天文台の
案内したわ，だいぶん．
浅井：天文台に見学に来られる方にですか？
川口：うん，夏いっぱい来んねん．そいで天文台
の人が案内するねん．「今，人足らんからおまえ
せい」って言われて．それで僕はフランス語で
やった．案内してお金も出んのや．僕は外国人だ
から余計いいねん．ここに勉強に来てるっていう
ようなもんでな．宣伝にもなるでしょ．そやから
よう案内したわ．フランス語上手だったですよ．
でも行ったときなんにもわからなかってん．2カ
月経ったら喋れたわ．
高橋： 2カ月でですか？
川口：うん．
高橋：すごいですね．
川口：その代わり天文の勉強は何もせんで，朝か

ら晩までフランス語やってた．せやから2年経っ
て帰ってきたときにはフランス語ペラペラやった
わ．
浅井：奥様は置いて行かれたのですか？
川口：いや，1年後に来たわ．子ども連れて．子
どもは1年間，フランスの学校や．
浅井：小学生ぐらいですか？
川口：そう．それで帰ってからしばらくたって，
フランスのロシュ先生（Jean Rösch），ピックで
の僕の先生なんだけどね．その先生が「お前のポ
スト取ったからもういっぺん来い」とか言って
（笑）．そいでもう1年行った．
高橋： 2回行ったんですね．助教授のときです
か？
川口：最初は助教授や．で，2回目は教授のとき
やな．それから定年になったときにまた先生から
「そろそろフランスに帰って来い」と言われた
（笑）．でももう私立大学に次が決まっていたか
ら，それは断ったわ．その頃行っても僕は役に立
たんと思ったわ．コンピュータできないから．コ
ンピュータできないと話ならへん，今な．そいだ
からもう行っても無駄だと思うた．
高橋：では向こうの先生にもだいぶ気に入られて
いたということなんですね．ピックでは太陽観測
が盛んだったんですか？
川口：そう．ピック・デュ・ミディはその頃は世
界有数の太陽観測施設だった．
高橋：なにかツテがあって行ったんですか？
川口：それは上野先生が言うてくれたか，僕の論
文がよかったからやないかな．
高橋：向こうから来てくれって呼ばれたと．
川口：うん．だから向こうのプロフェッサーや．
面白い話あるねん，最初行く前にな，フランスに
来たらトゥールの大学でフランス語で講義をせい
と言われて．でもフランス語何も知らないやろ．
で，京都に日仏学館ってあるやろ．あそこ行った
んや．行ってあそこの館長にな，「フランス行っ
て講義すんのできるやろうか」って相談して．そ
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したらあの館長，アホな館長でな，「そんなもん
理科系はできるできる」って言いよるんな．「文
科系はできんけど理科系はフランス語優しいから
できる」って言うんな．ここの講座，取っていっ
たら十分言うねん．それでその講座取りに行った
んや．そしたら「ボンジュール・ムッシュ」ばっ
かりや（笑）．そんなんボンジュール・ムッシュ
ばっかりでは講義できん（笑）．
高橋：じゃあ日本でちょっと勉強していったんで
すね．
川口：ちょっとしてったけど，全然役に立たん．
だから行って2カ月間，天文学全部止めてフラン
ス語ばかりやってた．一番ええのはな，本屋に
行ってな，小学校3年生か4年生の本を買うてき
て，それを一生懸命読むことや．それでまあ，
ちょっとっつようなって．
でもな，いつかな，フランス人の研究所の人の
お父さんが死んだんや．ほいでフランス語でお悔
やみを言うたんや．で，大笑いされた（笑）．何
がおかしかったのかようわからん（笑）．それか
ら僕の後，久保田君がピックに行ったんやけど，
その前に先生から「おまえ推薦状書け」言われ
て．フランス語でやで．で書いたんや．先生それ
見てニヤニヤしてな．そいで翌日行ったら「これ
でどうや」って見せられて．内容は同んなじこと
書いてあんのよ．でも全然，文章ちゃうねん．僕
のフランス語なんて教養がないから，全然だめな
んや．やっぱり推薦文なんて難しいわな，日本語
でも．あほらしなったわ．そのお陰で久保田君，
次行って．それから北井（礼三郎）君も行ったか
な．
高橋：同じピック天文台に？
川口： うん．ええ地位や．京大の2倍あったも
ん．そこでフランス人の弟子がだいぶできたから
ね，それで群れをなしたんや．日本に外国人を呼
ぶやつあるでしょ，あれでフランスから一人呼ん
だ．それで1年間は日本におったか．あいつ勉強
もあんまりせんと，なんか天文台で遊んでばっか

おったな（笑）．京都で大文字焼きがあったら手
伝いに行ってな，ハッピ着てこうやってやって
おったな（笑）．
浅井：火つけて（笑）．

●ピックでの太陽観測

浅井：当時，太陽物理の分野でフランスってどう
だったんですか？
川口：いや，よかったよ．ピック・デュ・ミディ
は非常にシーイングがよくて有名な天文台．日本
の乗鞍と一緒ぐらいの高さやねん．そこの上に天
文台があんねん．
浅井：望遠鏡の口径はどれくらいなんですか？
川口： 50 cmあったと思う．
浅井： 50 cm．
川口：うん，いい望遠鏡．それで僕が行ったとき
ね，しばらくやけど僕の撮ったグラニュレーショ
ンの写真が世界一よかったんよ．
高橋：いい写真が撮れたんですか？
川口：うん，8月やと思うたけどな，雪が降って
ん．50 cmぐらいの雪が積もったん．高さは乗鞍
と一緒ぐらいやけど，フランスは緯度，高いで
しょ．そやから，8月も雪が降んねん．そいで翌
日快晴でね，雪が積もってたからタービュレンス
が抑えられたんや．せやからピターッと空気が止
まった．あんな太陽見たことない．ピックでも普
段は悪いんやで．
浅井： 8月に雪が降って．
川口：うん，たぶん分解能が0.1秒とか0.2秒やっ
たと思うわ．
浅井：えー，それはすごいですね．
川口：それをね，1時間撮ったんや．1時間続い
て5分ぐらいおきにちゃっちゃっと撮んねんな．
その中で20コマか30コマ撮れて，ベストなやつ
選んで，それでグラニュレーションの進化を調べ
た．グラニュレーションって方々出てくるで
しょ．出てきてパッと消える．でもホンマは消え
るのとちゃうねん．分裂するのや．そういうこと
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がわかったわ．あの論文，今でも引用されていま
すよ 1）．
高橋：すごくいいデータがとれたわけですね．
川口： ロシュ先生もこんなことめったにないと
言っていた．だからピック・デュ・ミディでそう
いうことができたんや．
浅井：わりと安定して晴れるんですか？
川口：まあそうやな．だけどしょっちゅう霧が起
こったりしますよ，高い山だから．だからその素
晴らしい写真，撮ったのはもう例外中の例外や．
高橋：じゃ運も良くないと．
川口： うん，運が良うないといかん．そやけど
ね，サボりはダメですよ（笑）．「晴れへんから行
かへんわ．そんな行ったってしゃあない．」って
言うてるとあかんねん（笑）．
高橋：いつでも可能性を信じて．
川口：そうやねん．ロシュ先生も同じようなこと
言うとったわ．
高橋：ロシュ先生も太陽の研究者だったんですか？
川口：うん，機械作るのが上手だったわ．ずいぶ
ん世話になった．
高橋：そのロシュ先生が台長だったんですか？
川口：そう，台長．
浅井：光球面の様子も当時よくわかっていなかっ
たんですか？
川口：光球はよくわかってたわな．光球全体とし
てのフィジックスは問題なかったと思うよ．だけ
どグラニュールなんて微細構造やからね．あれは
ホンマのところよくわからへんわ．あれずいぶん
調べたんやけどね，単なるコンベクション，つま
りガスが上がっていくでしょ，で消えてまた上
がってくる，そんなんと違うねん．上がってきた
らパッと分裂しよるねん．そういうこと，論文に
かなり詳しく書いたわ．それはいまでも引用され
ているんちゃうか．
高橋： それまでは単に対流だと考えられていた
と．
川口：単なる対流や．でもよう見てみたらそうで

もないのやわ．ぱっと分裂したりね，小ちゃいや
つは消えるねん．大きいやつはなかなか消えへん
ねん．もちろん，見かけだけの話かもしらんけど
ね．僕はずいぶん詳しく調べた．1時間にわたっ
てずっと写真がよかったんや．そんな写真はない
ねん．一瞬，いい写真は撮れるのはよくあるな．
そやなしに，僕は30秒ごとにジャーっと写真を
撮ってというふうにやってたと思うわ．そいで，
その間隔でエボリューションがわかるわけやな，
それを調べたんや．
浅井：一つひとつのグラニュールがどうなってと
いう？
川口：うん，そうそうそう．非常に狭い範囲決め
て，どういう風に上がっているのか，そういうこ
とやったわ．それが一番，面白かったと思うな．
浅井：ブライトポイントのほうはどうでしたか？
川口： ブライトポイント，見えなかった．僕が
やったフィルムでは．
浅井：太陽黒点とか太陽フレアの研究はどうだっ
たんですか？
川口：それは僕はあんましてない．できたらやろ

図2 川口氏が1977年8月にピック・デュ・ミディで
撮影した太陽写真1）．Solar Physics誌1978年56
号No. 2の口絵としても掲載されている．
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うと思うてたけどね．
それであそこな，上で酒飲むねん．フランス人
やからな．皆，飲みよんねん．昼飯からやで．僕
はつい深酒して寝てしまうねん（笑）．
高橋：グラニュールのときはちゃんと起きてやっ
てたわけですか．
川口：そのときは朝からやからね．でも昼間も観
測やることあるんやな．せやけど，すぐ寝てしも
た（笑）．でもあのときフランス人が言ってたけ
どな，ピックで出る酒な，一番質の悪い酒やねん
な．水よか安い言うとった．
浅井：水よか安い（笑）．

●フランスでの生活

高橋：住むところは天文台と近かったんですか？
川口：研究所はバニェール・ド・ビゴールという
温泉地やねん．温泉って，日本のような温泉と全
然ちゃうよ，温泉のプールがあるだけや．それで
子どもがおったから，子どもがそこ行って泳いで
おったわ．水着着てね．日本みたいに裸なってっ
て，あんな温泉はないわ．
高橋：海外で暮らしてみてどうでしたか？　日本
人はほかにもいたんですか？
川口： いない，全然いない．醤油が貴重品やっ
た．今は外国行ってもいっぱいあるけどな．それ
からその頃，全然日本車はなかった．2回目行っ
たときは日本車いっぱいあったけどね．1回目は
醤油が貴重品やったわ．
高橋：生活の苦労とかありました？
川口：いやあ，フランス料理，うまかったよ．そ
いで，つくづく語学というのは面白いと思うたの
は，例えばフランス語というのは名詞は男性，女
性，中性ってあるねん．あれ日本人はみな，なん
でこれは男性や，中性や，てなことを考えるわけ
やな．でもそんなもん全くアホやねん．あれ，全
く口調ですよ．変なことを言うと「へっ」という
顔をしておる，フランス人．それがわかったわ．
高橋：喋った音の感じが，ということですか？

川口：音，もう感じや．デュ・パンてパンは男性
かな，それを間違うて女性形に言うたら，人が
びっくりしたような顔をしよるで．
浅井：気持ち悪いんですね．
川口：うん．だから口調なんですよ．それで覚え
た．
高橋：街はけっこう大きな街なんですか？
川口：いや小さい．人口が1万人ぐらいやった．
綺麗な街やで．わりと有名人になったわ．
浅井：日本人があんまりいないところで．
川口：全然いやへん．最初行ったときに洗濯屋に
行ったんや．そしたら，洗濯屋の女将さんにな，
「おまえアルジェから出稼ぎに来たんか」と言わ
れたことあるわ．そやけど，ロシュ先生はものす
ごく大事にしてくれた．いつでも一緒に連れて
行ってくれたりね．そうすると街の中でもえらい
大事にされた．そういう田舎町でね，天文台の台
長といったら最高の地方の名士やわ．で，風習と
してね，ロシュ先生なんか名士だからね，年末に
なったらパーティーするねん．そこに地方の名士
呼ぶねん．フランスも結構軍国主義みたいでね，
第一次世界大戦の元帥の親戚とかなんとかいうの
呼ぶねん．そのとき先生が「お前も来い」ちゅう
ねん．「奥さんと一緒に来い」って．奥さん，着
物着て行った．やっぱり先生のところにいろんな
外人がいるちゅうのはええのやろうな．そんなん
やった．結構フランス社会に溶け込んどったんや
わ．
あと，フランス，面白いのな，車止めるのにね，

1日ごとに道の右と左が交互になるねん．奇数日
は道の右側，偶数日は左側とかそういうふうに決
まってんねん．
高橋：日で決まってるんですね．
川口：日で決まってんねん．そいであっち行った
りこっち行ったりするねん．でも1台だけ全然動
かん車があって，俺の車や．
高橋：向こうで車お持ちだったんですね．
川口：持ってた．それで街の人が言うてた．「お
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前の車ちっとも動かんな」って．
高橋：車を買えるほど，給料が良かったんですね．
川口：よかったよ．
高橋： 2年間，フランスに行くというときに大学
のほうは何も言わないんですか？
川口： うん，言わなかった．僕らのとき，みな
行ってるで．海野君でも行っているしね．それで
みな勉強したんやな．だから，むしろ奨励してい
たんじゃない？　だけど続いて2年以上は行けな
かった．今はどうや？
浅井：そうですね．若い人にはわりと奨励してい
ますね．
川口：それは行ったほうがええよ．勉強だけじゃ
なしにね．国と国の事情がわかるでしょ．いや，
フランス行って喧嘩したことあるわ．喧嘩ってね，
日本の悪口言うねんな．「お前たちは残酷だ」っ
てな．「可愛い鳥を焼いて食うじゃないか」って．
焼き鳥のことや．それで僕はいつも言うてやった
んや，「お前たちはもっと悪い，子豚をお尻から突
いてクルクル回して食べてるやろ」って．あれ，
豚が一番うまいらしいな．こうナイフで切って
な．そんなことよう言うてやった．そしたらその
答えはな，「豚は人間に食われるように神様がお
作りになった」ってそう言うのやな．「鳥は違う」 
っちゅうのやな．よう喧嘩したわ（笑）．そんな
ことやってると，馴染むやろ．だから，フランス
にホンマ，馴染んだわ．
それから僕がフランスにいるときに，宮本先生
がフランスに来たことある．
高橋：あ，そうなんですか．いつ頃の話なんです
か？
川口：それは僕がはじめにピックに行ったときや
ね．あのねえ，当時アメリカの月の計画，月に着
陸するというので月の会議が多かったんやな．な
んぼでも予算があってね．そいでそのころ偉い先
生でコパール（Zdeněk Kopal）いうイギリスの
ケンブリッジの教授かな，偉い先生がおってね．
そのコパール先生のとこで会議があったん．宮本

先生も月やってて花山で観測してはったからね，
そのコパール先生のとこに行って，帰りにピック
へ寄りはったん．先生と会えて久しぶりで日本語
しゃべれてうれしかった．で，先生が僕の下宿に
来たんよ．それで「君，水くれ」とか言うてね，
先生ボトル2リットルも飲みよったで．「先生ど
ないしたんや」って聞いたら，「もうワシは水を
飲みたくてしょうがなかった」と．あのな，先生
フランス語できひんねん．それであの先生，案外
はにかみ屋でな，それで水飲まんと我慢してた．
高橋：ずっと我慢されてたんですね．
川口：それで宮本先生と一緒にボルドー行って，
一泊したかな，先生と．そいで僕はその頃はベラ
ベラやったからね，パリまで案内した．で，ルー
ブル美術館行った．そしたらそのとき先生，ルー
ブルの絵を全部説明してくれはったわ．
高橋：絵の説明をしてくれたんですか？
川口：うん，詳しいねん．こっちは絵なんか見る
のは初めてや．先生はすごく詳しくて，「この絵
はなあ，君」とか言って説明してくれはって．あ
れはもう感心した．カルチャーショックやった．
あの人，小説もよく読んでいるしね．それから例
えば山とか雲見てね，あの雲と山の谷の間の関係
やとかね，地形とどう関係するかとか説明してく
れた．だからすごいですよ．僕なんかもう足元に
も及ばん．
そういう意味では荒木（俊馬）先生もわりとよ

かったよ．湯川（秀樹） さんなんてホンマに何でも
詳しかったわ．新聞には知の巨人と書いてあった
けどまさにそうやわ．だから話してると圧倒され
てしまう．もう僕なんか野蛮人やと思ったな （笑）．
学者って，何も知らんと思うたら大間違いや．
高橋：自分の専門だけではなくて．
川口：ちゃうちゃうちゃう．ものすごく広い．せ
やから，そんなんでずいぶん影響を受けた．僕も
いろんなことに興味をもちだした．そういう意味
でもホンマに宮本先生，僕の先生やわ．学問だけ
じゃなしにね．だから君らも教授に言いなさい．
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ルーブル連れてってそれで絵の説明してくれと
（笑）．

●終わりに

高橋： では最後に今の若い研究者に向けてメッ
セージをいただけますでしょうか．
川口：今の人はきちんと業績あげなあかんでしょ？
高橋：そうですね．論文をたくさん書かないとポ
スドクになれないとか，就職できないとかありま
すからね．
川口：僕なんか論文，全部で30ぐらいやで．1年
に1編やったと思う．正直な話，1年に1編，良い
論文できたらええほうやで．
浅井：そうですね．
川口：そうやろ？　そりゃあ400も書いた人，た
くさん知ってんのよ．けど，いろいろこう切り売
りしてるんじゃないか？
高橋：そうですね．本当はじっくりといい論文を
書ければいいと思うのですけど．
川口：何年に1編でもな．
高橋：今の時代は数が評価になってしまいがちで
すからね．
川口：そうやな．あのな，negative hydrogen知っ
とる？　photosphereのopacityの一番大きな原因
な．あれ発見した人なんてのはな，Rupert Wildt
やったかな，あの人，数年に1回しか論文書いて
ないよ．その代わり1回がそれまでになかった新
しいもの，opacity sourceを発見してんのや．そ
れはずっと残るよ．そんなたくさん書いてもね，
そんなのみんな消えてしまうんや．
高橋：耳が痛いですね…．
川口：だけど，そうせんとまた，研究費も出えへ
んしな．アメリカなんて特にそうみたいやな．た
いへんや．
高橋：オーバードクター問題とかそういうのはい
つ頃から問題になったんですか．
川口：僕がいるときからやな．OD, OD言うてな．
僕は最初から副手になれたんですよね．僕らのと

きは終戦後やったからね．ポストが空いていた時
代や．だけど，その後の人たちはなかなかなれな
い．大学院生になって大学院で特別研究生，特研
とかいうたかな，何かそんな制度あったでしょ．
それはまあ，比較的もらえた．海野君，それやっ
たはずやで．
高橋：そうですね．
川口：で，そういうのは結構いいのだけどね，特
研はなかなか人数が少なかった．だから，ほかの
人はある程度アルバイトせなあかんかったのちゃ
うか．みなアルバイトしとったで．夜間中学の先
生したりね．小暮（智一）君もずいぶんやっとっ
た．
高橋：大学院生はだいたいバイトをしていたんで
すか．
川口：そうそう．今どうや？
浅井：うーん，今はどうでしょう．今はわりと大
学院生，特に博士課程に対する手当がだいぶ手厚
くなってきたように思いますね．無給で大学院生
をやっているということは少なくなってきている
んじゃないですかね．
川口：まあ，そりゃなあ，勉強したい人全部に出
すのたいへんだろうけど．そやけど日本は教育予
算が一番，少ないんだってな，先進国の中で．教
育に対する出費がな．そやけどほか，福祉なんか
も金がええとは思わんけどな．
高橋：先生は戦後ずっと日本の天文学を支えてい
らっしゃったわけですが，振り返ってどうでしょ
うか．
川口：あのね，天文学というのは息が長いからね，
やっぱり一生かかってやる学問やと僕は思うねん
な．ほんとに永い気持ちで，自分で楽しんでやり
なさいということや．
僕は今，ほんまにしたかったことをやってるね
ん．それ惑星やねん．金星やとか火星やとかね，
惑星関係．僕は今でも楽しんで勉強してますよ．
楽しくてしょうがないわ．
高橋：え，今，惑星の勉強されてるんですか？
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川口：もちろん論文なんか書く気ないけどね，楽
しんでいるわけや．研究会とか出ていないから新
しいニュースがないけど，単行本，僕は随分読ん
どるわ．それは自分でやるわけや．ホンマは研究
会か何かに出るといいのだけどね，もうそれはど
ういうのかな，自分の楽しみとしてやっているわ
けや．昔は社会に対する貢献とか何かもあったけ
どね，僕みたいな年寄りは自分の楽しみだけで勉
強しとる．もうそんなことが許されていい年代だ
と思いますね．それは生きがいやな．学問はそう
いう風になると一番ええと思うな．
高橋：それは素晴らしいですね．現役のときはあ
まり楽しむ余裕はなかったですか．
川口：あ，もう現役中はたいへんだな （笑）．みな
そうだと思う．今は楽しんでやってる．だから，
そのようなつもりでね，勉強は一生もんですよと
いうことを言いたい．
高橋：惑星への興味は昔からあったんですか？
川口：昔からあります．でも，昔は宮本先生の命
令で太陽やれというからやってたけど．だいたい
太陽なんか頭のいい人がやることで，惑星はゴ
チャゴチャした泥臭いことがたくさんあるしね，
コツコツやる分野やと思う．太陽は柴田君みたい
な頭のええやつに任せとく．
高橋：でも，先生は京大の太陽のグループを立ち
上げて，お弟子さんもたくさん育てられたわけで
すよね．ピックでもいい研究をされて．
川口：そういう点ではいい人生やったと思います
よ．一番大きいのは宮本先生みたいな大師匠に会
えたことやろうね．あれで，物理学の考え方とか

教わった．物理学ってあんな面白いもんやと宮本
先生に教わったわ．そういう師匠がおることは大
事なことやな．
高橋：いい師匠につきなさいということですね．
楽しいお話をどうもありがとうございました．
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Abstract: �is is the �nal article of the series of a long 
interview with Prof. Ichiro Kawaguchi. His solar phys-
ics group in Kyoto University expanded gradually and 
resulted in the construction of Hida Observatory. On 
the other hand, he himself stayed at Pic du Midi Ob-
servatory in France and succeeded in taking excep-
tionally clear photos of the sun. Finally, he gives a 
message to young astronomers.
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